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要旨 

 国際交流基金の 2012 年の調査によると、中国の日本語学習者は約 105 万人となり、世

界 1 位となった。その中には、仕事のために、日本語を学習する学習者も大勢いると推測

される。中日経済関係が緊密化すればするほど、日本語で業務を行う中国人スタッフ（以

下、日本語スタッフ）が増えていくと予測される。一方、ジェトロが 2012 年に実施した調

査結果から、中国に進出する日系企業が日本語スタッフの能力や質を常に重視してきたこ

とがわかった。その理由として、日本語スタッフの能力や質は仕事の遂行、または取引先

会社との友好関係に大きく関わっていることが考えられる。ネウストプニー（1981）は、

外国人が日本語を話すことが日本語教育の目的であるなら、外国人が実際に日本語をどの

ように使っているかを研究することは日本語教育の出発点や到達点であると述べている。 

そこで、本研究は、（1）ビジネス関連の中日接触場面で、中国人日本語スタッフが日本

語で仕事をする際、どのような問題に直面しているのか。（2）中国人日本語スタッフがそ

の問題に、どのように対処しているのかを研究課題とした。日本語スタッフの視点から問

題点と対処法をあぶり出すことにより、この 2 つの研究課題を解明し、ビジネス日本語教

育への示唆を得たい。 

本研究は、中国での日本語スタッフを対象とし、アンケート調査とインタビューを実施

した。アンケート協力者は 108 名であり、その中、96 名の協力者のアンケートを有効と判

断し、本研究に用いた。また、その96名の協力者の中、5名の日本語スタッフがインタビュー

調査に協力してくれた。 

アンケート調査結果は、まず、日本語スタッフが仕事上で直面する問題を「話す」問題、

「聞く」問題、「書く」問題、「読む」問題および日本人への理解に関わる問題の 5 つの問

題に分けられた。その中、敬語問題はその 5 つの問題に関わっていることが分かった。ま

た、日本語スタッフの日本語能力に関わる資格、現在の学習実態と学習リソースも把握し

た。日本語スタッフが日本語能力試験（1 級と 2 級）の資格を持つ率が高いとわかった一

方、その認定資格は日本語スタッフや日本語スタッフを採用する企業に望ましくない影響

があることがわかった。現在の学習実態や学習リソースから、大部分の日本語スタッフが

積極的に日本語を学習している姿が見えてきた。 

インタビュー調査を通し、アンケート調査結果を基にまとめた問題に加えてさらに具体

的な例を得ることができた。5 名の日本語スタッフが仕事上で直面する問題の原因を分

析・考察した。その後、問題への対処法を、日本語スタッフの回答から抽出し、提示した。

日本語スタッフが仕事上で直面する問題に対応する時と対応を回避する時があることがわ

かった。社内業務トレーニングを受けていなかった日本語スタッフが最も多くストラテ

ジーを使用し、仕事上で直面する問題に対応していることがわかった。社内業務トレーニ

ングは日本語スタッフが仕事上で直面する問題の減少に役立つことが窺えた。また、対応

回避の問題については、「話す」問題、「聞く」問題や日本人への理解に関わる問題が目立っ

た。対応回避の理由としては、対応できないことと対応する必要がないことの 2 つの理由

に分けられた。一方、インタビューの結果、日本語スタッフは非即時性である「書く」、「読

む」問題にはより頻繁に対応していることがわかった。日本語スタッフは第 1 言語の漢語

語彙の既有知識を活用し、産出・受容に関わる問題をたやすく乗り越えていることが明ら

かになった。しかし、日本語でのメール書式などの問題は仕事の遂行と緊密に関わってい
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るために、問題を解決し、事態を改善することが喫緊の課題と言える。 

本研究は調査結果の分析・考察に基づき、ビジネス日本語教育への提言をした。提言し

た内容は、中国のみならず、全世界のビジネス日本語教育にも応用できると考えられる。

加えて、日本語スタッフを目指している日本語学習者にとっても、本研究で明らかにした

仕事現場で日本語スタッフが直面する様々な問題およびその対処法は、就職・就業の参考

となると考える。 

今後、勤務期間が長い日本語スタッフを調査対象とし、多様な仕事上で直面する問題や

その問題への対処法を分析したい。また、日本語スタッフの自律学習が仕事上で直面する

問題にどのような作用をしているのかについても調査したい。 
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